
  

歯並びには乳幼児期からの生活習慣が大きく影響します。キレイな歯並び・
正しいかみ合わせにするために、周りの大人が気をつけてあげましょう 
 

0歳～２歳で気をつけること 
●授乳はできるだけ母乳で・・・あかちゃんが母乳を吸う行為は、「かむ」「飲み込む」など口の機能発
達の基礎になります。 
●指しゃぶり、おしゃぶりは３歳になるまでは OK・・・指を吸う、おもちゃをくわえるなどの遊びは、
お口や舌の機能の発達を促す大切な行動です。 
●あおむけに寝かせましょう・・・うつ伏せ寝はアゴに負担がかかり不正咬合の原因になります。 
●離乳食は乳歯の萌出にあわせたものをうす味で 
①無歯期（生後６ヵ月頃まで）：上下のくちびるで食べ物をとらえさせます。 
②前歯期（１歳頃まで）：大きめに切った食べ物を自分の手で口に運び、前歯でかみ切ることで「ひと
口の量」を覚えます。 
③奥歯期（２歳頃まで）：食べ物を口に入れたら、その子のペースでゆっくりかむ時間を与えましょう。 
④完成期（３歳頃まで）：リズミカルにかんで、正しくゴックンと飲み込みましょう。 
 

3歳～５歳で気をつけること 
●指しゃぶり、おしゃぶりは中止・・歯並びやかみ合わせに影響を与えるため、３歳を過ぎたらやめさ
せましょう。 
●口を閉じ、左右の奥歯で均等にかんで食べる・・・左右のどちらかでばかりかんで食べていると、バ
ランスが崩れ、歯列不正の原因となります。なるべく左右均等にかみましょう。 
●よくかんで食べる・・・ひと口３０回かんで食べるのが理想です。 
●食事中の姿勢に注意・・・食事中は背筋を伸ばして、足の裏は床や踏み台につけましょう。足をブラ
ブラさせていると、姿勢が不安定になり、力が入らずバランスが崩れます。 
●頬杖をつかない・・・頬杖が癖になるとアゴのゆがみを招きます。 

本康歯科ニュース 
 

 

「世界中のどの歯医者に行くよりも、この歯医者に来て良かった！！」と思ってもらえる歯科医院めざして！！ 

 


